
　夕暮れ時にトウモロコシ畑でたたずむソロラの女性。ソロラのウィ
ピールは他の村のように、四角い布に首を通す穴を開けその脇を縫っ
て着るものと違い、珍しくそでがついている。そして絣も入っている
たて縞柄に縫い取り織りの模様を織り込むというこったもの。肩にか
けている風呂敷きも兼ねるストールはウィピールと同様、赤と藍の絣
の細い縞が特徴である。色が少しあせた赤とシンプルな絣の入った藍
の取り合わせは、日本人にとっては懐かしくなじみやすい。古いもの
にはイシカコと呼ばれるナチュラルなコーヒー色をした茶綿の手つむ
ぎ糸が細く入っているものが多い。儀式用のウィピールの中には全面
にこのイシカコの糸を使った見事なものもあるが値段もまた見事であ
る。以前はソロラの市で茶綿の種つきの原綿が売られていたが、今は
限られた所でしか見かけなくなった。茶綿は虫がつきやすいので育ち
が悪く、繊維が細く紡ぎにくいから一般的ではなくなったのだろう。
ソロラに近づくと赤を中心とした縞柄にすその部分にはかなり派手に
柄織が入っているパンツに、これまた派手な手織りのジャケット姿の
男性がくわを担いでいるのを見かける。その度に初めて訪れた時のよ
うに感激してしまう。

――グアテマラ、マヤの歴史を織る人びと――
ソロラ

撮影：デニス・グレイ、フォトグラファー／解説：小林グレイ愛子、タペストリー作家
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